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告知放送受信Ｔ端末

ＪＩ又扱説明書

この たび は、 告加放送 受信端末 をお 買い求め いた だき まし て、 まこ とに あり がと うご ざい まし た。

ご使 ■前 にこ の「 ミ扱 ａ回 書」 をよ くお 読み の上 、：ＥＥ しく お使 いく ださ い。

お読 みに なっ たあ とは 、い つで　 見ら れる とこ ろに 、心 ず保 管し てく ださ い。

ＤＯ Ｉ－Ｅ１ １９９５



輸ｉする際のごき薀、

木製呂は、タ１ヽ 国あ替および夕１ヽ国質素管ミまの規定 によ り、 戦略物資輸ｉ規制品に該当

しま す。 日本 ■タ１ヽ に持 ちｉ す際には 、日 本国政府の輸皿午 ｉｌ 申請など、必Ｒな 手続き

をおＪＩ又り くだ さい。

本製品（ソフ トウ ェアを含む） は日本国内仕様であり 、外国の規格等には準拠してお

りません。本製呂 は日 本国 タト で使■さ れた場台、当社は一リ］責 ｆＥＥを負いかねます。

情報Ｍミ装置等ｌｌｊ：障害自圭規加ｊ について

この装ｔは、 情報Ｍミ装置Ｗミ ｊま障害 自生規鼈協議台（ ｖｃ ｃｌ ）のあ準にあづくク

ラス Ｂ情報技術装置です。 この装置は、 家庭環境で使Ｊｉｌす るこ とを 目的 とし ています

が、 この装置がラ ジオ やテ レビ ジョ ン受信機 に近接し て使 ＪＩ され ると 、■信障害を ９１

き起 こす こと があ りま す。 この よう な場台に は当該機を本装置 と離 して ご使Ｊｉｌ願いま

す。

ご注意

①　本書 のｉヌｇ 容の一部 また はを部を 無回ｉ転載す るこ とぱ ま律’でＭ止 されてい ます。

②　本書 のＩ大】 容は ４４来予告な しに 変１１す るこ とが あり ます。

③　本き のＦ大ｌ さに つい ては万兔。を 肖ｌ して おり ます が、 万一 ご＝；Ｆ 明な ぬやＳり 、Ｅ載も れな どお気

づき のこ とがあり まし たら 、セ ンタ ー事業局にご連絡 くだ さい。

④　自社では、本装ｔの∃ＥＪＩをＪＩ由とするａ央、ま央禾ｌｊ益等の請求につきましては、③４にかか

わらずいかなる責任も負いかねますので、予めご了承 くだ さい。

⑤　§午 ｉｌ なく 、ａ ａ、 変・ をｆｉつ た場 台、 ・イヤの煢盾は致 しかねま す。

⑥　本装嘔。は、 医僚機器 、Ｊ京子力ａ備や機器 、航２宇宙・器、 輸きａ備やａ器な ど、 人芻に関わ

る設備や機器、お よび高度 なき頼性 を必Ｒと する 設備や機器と して の使 Ｊｉ目ま たは これ らに組

みｊきんでの使丿目は意回 されてお りません。こ れら の設備や機器、制御システムな どに本装置

を使肖ｌ され、当社製品の故障によ り、 人身事故、火災事故、 社会的な損害等が生じても 、ｉ

社ではいかな る責任も 負いかねます。設備や機器、制御システムな どに おいては、７ｉ：長設計、

火炎Ｓ焼が策設計 、誤動作 防止設計 など、安全設計に 万全 を期 され るよ うごき。意願いま す。

⑦　本装置は本ｍ回書にＥ・さ れて いる Ｊｌｌま およ びまｍ４ ｛牛 （イ吏Ｊｉｌ 力ま ・・・力 ま、 きき事ｇｉな ど）

を守 って ご使 ＪＩ目下 さい。も しも 、指定し たなタ’トの ＪＩまや使索条件で使Ｊｌｌし た場合、 当社では

いかなる責任も負いかねます。
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安全にお使いいただく ために

この説回書で は、 ご使 ｙ目 にな る方や他人へのた害と 財産への損害 を未然に 防ぐために

いろ いろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ うになっています。

自容をよ くＪＩ解 してから本文をお読みにな り、 ｊＥ しく お使いく ださ い。

Ｋモ黶１；尖　 この表示 をＳａし て、 Ｓつ たな りａ いをする と、 人が夕Ｅさま たはｔ匹も 傷を負う ｉｌ能性が想定される 内容を示 して います。

ふｊ生き
この 表示 を無視し て、 誤っ た取 り扱 いを する と、 人が傷害 を負 うｉｌ

能性が想定さ れる ｜フ；ｌ 容お よび物白４］ 傷害のみの発生が想定 され る内

容を示しています。

絵表示の例

ム２ｇは。警きり圭Ｓを・す｜ヌ；ｌ容があるこ とを告げるものです。

ふ　　　回の中に具体的な注意内容 （さ回の場合は感電注意） が描かれて
います。

（Ｓ）２ｇは、Ｓ止のｆｉあである こと をきげるものです。

⑤　　　回の中に具体的な禁止｜ヌ９容 （さ図の場合は分解禁止） が描かれて
″　 います。

記号 は、 行為 を強制し たり 指示 した りす る｜大】 容を告げ るも ので す。

図の中に具体的な指示内容 （さ回の場合 はＡ ｃア ダプタを コンセ

ント から 抜く ）が描かれて います。

２



ふ警告

安全にお使い いた だく ために

異常や故障の とき

万一 、煙がでてい る一 変な１いや音がす るな ど異常が発生 したと

きは、Ａ Ｃア ダプタを電源 コンセン トか ら抜いて くだ さい。

その まま使用する と、 火災 ・感電の原因 とな ります。

セン ター事業局に ご相 談く ださ い。

｜大１部に液体や異物が入ったときは、 ＡＣアダプタ を電源コ ンセ ント
から抜いてく ださ い。

その まま 使ＪＩす ると 、火 災・ 感電 ・火傷の原因 とな りま す。

センター事業局に ご相談く ださ い。

本体およ びＡ ｃア ダプタは分解や改造・ 修ＩＩを しな いで くだ さい。

火災や感電、 けがの原因になり ます。

ぬ検 ・修Ｓはセン ター事業局に ご相談く ださ い。

落下等に より 本体およ びＡ Ｃア ダプタに衝撃 を与 えた ときや

筐体を破損したと きは、そのま ま使回し ないでく ださ い。

そのまま使Ｊ≡目 する と、 火災 ・感電の原因 とな ります。 必ず．Ａｃ

アダ プタ を電・コ ンセ ント から 抜き 、セ ンタ ー事業局 にご相談 くださ

い。

ふ警告

ｙ

８＝【；．

ｊ

８　。

設置されるとき

ｘ呂場や台所等、 水のかかるおそれのある場所には置かないで くだ さい。

本体およ びＡ ｃア ダプタは防水構造 にな って いませんので 、大災・　　　　　　。。

感電の原因と なり ます。　　　　　　　　　　　　（５
万一 、水に濡れて しま った とき は、 セン ター事業 Ｊｉ５に ご相談く ださ い。

本体の上 に熱にｓ い物 ・水の入 った容器 ・・ いも のを ｌ：かな いで くだ さい。

倒れて水が中 に入 ると 、火 災・ 感電の原 因と なり ます。

また、物が儂：かれて倒れたと き、 ある いは落下 した とき 、けがのほ因　くＳにな ります。

３



ふ警告

安全にお使い いた だく ために

布等 をかぶせてｉｉ気子Ｌ をふさいで使ＪＩ しないで くだ さい。

本体 ｒ大１部 に熱がこ もり 、火災・ 火傷の原因と なり ます。

。Ｊ１通しのＳい ・狭いと ころで使Ｊｌｌしないでく ださ い。

本体 内部 に熱がこ もり 、火 災・ 大悟の原 因と なり ます。

ご使ＪＩ になるとき

③
③

雷が鳴り ｉし たと きは。本体、 ＡＣ アダ プタ 、電話と のモ ジュ ラー

ケー ブル、Ｐ Ｃ／ＷＡ Ｎ側のＬ ＡＮ ケー ブル等に絶対に触れない

でく ださ い。

感電の原因と なり ます。

付属のＡ Ｃア ダプタは １０ ０Ｖ 電源 コンセン トに接続 して くだ さい。

電源は指定さ れた電Ｅをお使い くだ さい。指定外の電源を使ｍ しますと、

火災 ・漏電の原因とな ります。

付属のＡ Ｃア ダプタな外は使ＪＥ目 しな いで くだ さい。

付属のＡ Ｃアダプタな外を使■する と、 火災やけがの原因とな ります。

付属のＡ ｃア ダプタを他の機器に使１１１１ しな いで くだ さい。

他の機器に付属の Ａｃ アダ プタ を使ｍす ると 、火災や けがの原 因とな

ります。

付属のＡ Ｃア ダプタは濡れた手で扱わな いで くだ さい。

ＡＣアダプタ の電源プラグを抜き差 しすると きは、乾いた手で
プラグ部を持って行ってく ださ い。 濡れた手で行うと 、感電の原因
とな ります。

゛お手入れの際にはＡ Ｃアダプタを電源コンセン トか ら抜いて

行ってく ださ い。

本体およびＡ Ｃアダプタのお手入れを行うと きは、Ａ Ｃアダプタを電

源コ ンセ ント から 抜いて行 って くだ さい。電源コ ンセ ント に挿入した

ままです と、 感電の原因と なり ます。

通気孔や背Ｓコネクタ 類に異物を差 し；１まないでく ださ い。

火災 ・ａ障・ 感電の原 【ｉ とな ります。

４

－
ｅ

③
③
③

（Ｓ）



ふ注意

安全にお使い いた だく ために

設置されるとき

Ｚ度の高い場ＦＷに置かな いで くだ さい。

車の中やストーブに近い場所、 日の当たる場所など、 高温になる場所等

に置 くと 、火 １た ・故障の原【ｉ】 とな ります。

．湿気・ ほこ りの １い場所に置かな いで くだ さい。

加Ｓ器に近い場所やほこり の１い場所等に置 くと 、火災・ 故障の原因と

なり ます。

設置場所を移動す る場合は、セ ンタ ー事業局 にご相談 くだ さい

故障の原因と なる場合があ りま す。

本体 を縦 ［ｉｌｉ］き に置 いた り、 他の機器の上 に置 いた りし ないでくだ

さい。また、 本体の上には１機能電話機等の電源を有する機器を

置かないでく ださ い。

本体を縦置きにしますと、 毎、障のＪ京因となる場合があ ります。 また、
他の機器の発熱により本体のｒ大１部のＺ度が上がり 、旆、障のＪ京因とな

る場合があり ます。

ＡＣ アダプタ の上に物 を載せた り、 布等をかぶせたり 等し ないで

くだ さい。

火災 ・ａ障の おそれがあり ます。

ｌ
ｓ

傾いた所やグラつ く台の上など、ぞ安定な場所には、 置かないでく ださ い。
本体が落ちて 、けがや故障の原｜｜ にな ります。 水両－で安定 した とこ ろに

設・ して くだ さい 。壁掛け使Ｊ１時 には 、落下等 しな いよ うに ・回 に・り

付け てく ださ い。また 、ベニヤ板な どの薄い板壁 ボー ド板 （Ｆ膏板）に直接　 （Ｓ
ｌ叉 り付ける と、 落下 した とき 、けがの原ＩＳに なり ます。

Ａｃ アダ プタ の電源コ ード を無 ＥＥＩに 折り Ｅ自 げた り、 ５１ つＳ つた り。

ねじ った り、 ｔい物を載せないでく ださ い。

電源コー ドが傷つき、 火災・故障の恐れがあ ります。

本装置はプラグ接続機器です。 機器の近傍にコンセン トがあり、
かつそのコンセン トには容易にアクセスできなければなり ません。

５

ｌ
ｅ



ふ注意

安をにお使いいただく ために

ご使ｌｉｌになる とき

ＡＣ アダ プタ を抜 くと きは 、電源コ ード をモ；｜ つ張 って抜かない

でく ださ い。

ＡＣアダプタ が傷つき、大災・ ａ障のおそれがあ ります。 電源プラグ
を持 って 抜い てく ださ い。

長期間ご使用 にな らな いと きは 、Ａ Ｃア ダプタを 電源 コンセント

から抜いてく ださ い。

万一の場台に、大Ｘ・ ａ障のおそれがあ りま す。

６



１章　 概要

告知放送受信端末は一般家庭に設置 され、Ｆ ＴＴ Ｈ等のブ ロー ドバ ンド環境下での

告知放送の受信／留守録再生、 ＩＰ 電話／Ｆ ＡＸ、および高速インターネット

（データ 系通信） がｉｌ能 な端末装置で す。

２章　お願い

本装置のミ扱い

ご使ｊｉｌｑコは告知放送受信端末に。 強い振動 ・衝撃を与えないように
して ください。

振動 ・衝撃を与え ます と、 放送／通話ができ なく なる こと があ りま す。

本装置の移動

模様替えやＳ Ｉつ 越し などで設置場所を移動する とき は、 必ず事前に
ご加入のセン ター事業局に ご連絡く ださ い。

日常のお手入れ

ケースの５１１れは、 乾いた柔らかい布でふきと って ください。
５ｉれがひどいと きには、 ＡＣアダプタ を電源コ ンセ ントから抜き、

水で薄めた串性洗剤に柔ら かい布を ひた し、

よく しぼってから汚れをふきと り、 乾いた布で仕上げてく ださ い。

本Ｓ置の廃ｉ力１宍

本装置を廃棄する とき には、必ずセ ンタ ー事業■にご連絡 くだ さい。

７



３章 箱の中身を確認してく ださい

梱包箱を開けたら 、まず品物８ 点が揃っているかどう か、 このチェ ック リス トを

見ながら確認 して くだ さい。

万一、品物が］Ｆ足している場合や破損している場合は、 すぐにセ ンター事業局に

お串 し出てく ださ い。

□告タミロ放ま受信端末本体

□Ａ Ｃア ダプタ

ロモジュラーケーブル

１台

１台

１本

□Ｌ ＡＮ ケーブル （ス トレート ）　 １本

□ｌ又扱説回書（本書）

ロケーブ ルク ランプ

１部

２個

ロケーブルク ランプ止め用ネジ　　 １セ ット （２ 本）

□壁掛けＪＩ又イ才けＪｉｌネジ

８

１セ ット （３ 本）



４章 各部のなまえ とはたら き（前回）

ここ では、告知放送受信端末の前回の各部のなま えと はた らき を説明し てい ます。

各部の詳細機能につきましては ８章な降をお読み くだ さい。

１む答／・まロボタンです。

『１ ０章 その他の告タミロ 機能につい

て（ オプ ショ ン） 』を お読みく ださ い。

告タミロ 放送 留守 録操 作ボ タン です。

『９ 章告タミロ放き留守録操作につ いて』

をお 読み くだ さい。

入

各種の状態を表示する ためのラ ンプです。

『８章ランプ表示について』を

お読みく ださ い。

電話の使ＪＥ目状Ｒを表示するためのラ ンプです。

『８章ランプ表示について』を

お読みく ださ い。

告知放送受信端末

（前回斜 回）

Ｘ
φ

／

００

ノ

ノ

選局 ・の スイ ッチ です。

『１ ０章 その他の告知機能につ いて （オ プシ ョン ）ｊを

お読みく ださ いｏ

９

／

丶・ 〃’”

・ｋ

Ｘゲ



５章 各部のなまえ とはたら き（ち側Ｓ）

ここでは、告知放送受信端末のも側ｒｉの各部のなま えと はた らきを説明しています。

、，ｏ－ ００ ００　００ ００ ００ ００　００ ００　０００
小　　　　與

「

つ
ｉｉ

⑩

Ｃ二Ｚ－］

内部／タト部スピーカ一獵整丿目ボ リュームです。

緊急放送の場合には、 ボリ ュームの設定位

によ らず 、ｓ 大音 ｔに て放送さ れま す。

⑥

告タミロ放送受信端末

（右側ｉｉ図）

に二Ｚコ

セン ター事業者の 保守 作業 丿目 です。

開けないで下 さい。

１０



６章 各部のなまえ とはたら き（背ｉｌ）

ここでは、告加放送受信端末の背面の各部のなまえとはたらき を説明しています。

各部の接続：ち法につきま しては『 ７章 接続方法について』をお読みく ださ いｏ

付属のＡ Ｃア ダプタの

電源プラグを挿入する端子です。

イ才属のＡＣアダプタ な夕ｉヽは
ー

ご使Ｊｉ目になれません。

タ１ヽ部 スピ ーカ ー・ の音声ｉ 力端子で す。

ご使ｍになる場台は、 市・のス ピーカー

また は拡 声器 を接続し ます。

／／
柚
ごけ

イン ター ネッ トを 使Ｊｉｌ する 場合 にＰ Ｃと 接続する

ための端子ですｏ お手持ちのＬ ＡＮ ケーブルを使

Ｊｌｌし てく ださ い。

通信状態を端子上方のランプにて確認できます。

『８章ランプ表示について』をお読みく ださい

上位側の 回線 と接続す るた めの 端子 です。

イ才属の ＬＡ Ｎケーブルを使用 して くだ さい。

通信状態を端子上方のラン プにて確認できますｏ

『８章ランプ表示について』をお読みく ださい

端末が加期状態と なり 。再ａ・します。

ｉＥ 常連用中 はご使・ にな らな いで くだ さい。

ＷＡ Ｎ　　　　　 ＬＩ ＮＥ　　　　 ＴＥＬ

早万：匹
’　　　　／　　　　／

告タミロ放送受信端末

（背 ｉｉ 回）

ＩＰ電話を使Ｊｉする場台に、 お手持ちのモジュラ

ーケーブルにて電話機と告加放送受信端末を接

続するための端子です。

ＴＥ Ｌ端子（ 白） に接続す る電話機 を一般加 入者

回線と併ｙ目 して使ｌｌｊする場台に、 Ｍ属のモジュラ

ーケーブルに て一 般加入者 回線の電話コ ンセン

トと 接続する ため の端子で す。
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７章　 接続方法につ いて

ここ では告知放送受信端末の接続方法に ついて説明し てい ます。

光加入者端末等（ ＦＴ ＴＨ網）

い

電話 コン セント

⑤
④

丁

電源 コン セント

③モジュ ラーケーブル

ＡＣ１６Ｖ　 音声出力

圖○　ｏ

①

ＬＡ Ｎケ ーブル

ＬＡＮ

□

二４）
ＡＣ アダ プタ

Ｊｒ ｒ． Ｓｆ ｙｒ ｆｒ ｆａ

⑤
ＬＡ Ｎケーブル

ｒｒ－こｉ５－１

ＰＣ

宋｀ザ
口

ＬＩ ＮＥ

告タミロ放送■き端末

（背面回）

ＴＥＬ

②
モジ ュラ ーケ ーブル

電話機（あるいは ＦＡ Ｘ）

①イ才属のＬ ＡＮ ケーブルをきタｉ口皿皿端末背ｉｉのＷＡＮ端子 りｌ）に

しっ かり 挿入 し、 光加入者端末 を介 して ＦＴ ＴＨ 網に接続 しま すｏ

②Ｉ Ｐ皿ノＦ ＡＸ をごｔｉになる場台は、お手持ちのモジュラーケーブルにて

お持 ちの電話機／ ＦＡ Ｘと ＴＥ Ｌ靖子（ 白） を接続し ます。

③・ａａを一鼈加入き回線Ｊｉｌと ・ＪＩする１台は、イ才属のモジュラーケーブルにて

電話コンセン トと ＬＩ ＮＥ端子 （緑）を接続 します。

④包ち、口なき■き端末鵞ｔの鵞焉端子 （Ａ Ｃ１ ６Ｖ）にイ才属の ＡＣアダプタを

挿入 し、 一方を電源コ ンセ ント に挿入し ます。
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接続方法につ いて

⑤イ ンタ ーネ ット 等パ ソコ ンａイｌ をごま・ にな る場急は 、お手持 ちの ＬＡ Ｎケーブル

にて、お持ちのＰ Ｃと ＬＡ Ｎ端子（黄） とを接続します。

！　　一般加入亀回 皸と ・Ｓａを・ｉ する 場台 のｊｌＳ

ＬＩ ＮＥ 端子 （緑）への接続は 、Ｎ ＴＴ 仕様の加 入者 回線 をご使ｍ くだ さいｏ

一台加入者回線がローゼッ ト、 ３端子（または４端子）ジャックの場台は、 最寄 りの ＮＴ Ｔも

しく はエ事業考にま絡 し、 モジュラージャックの１又 リイ才け工事を依頼するか、変換ケーブルに

て接続し てく ださ い。

接続５Ｓがぞ明な４きある いは一般加入者回線と ＩＰ 電話との・ＳＦ肖のき択番そ等につ きまし

てはセンター事業局に確認して ください。
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８章　ランプ表示について

ここ では 、告 ま口放送受信端末 のラ ンプ表示 につ いて説明 して いま す。

告知放送受信端末には下記の７ 種類のラ ンプがあ りま す。

応答

セン ター側か らの ホ答確認放送

の状態を表示 しま す。 （オ プシ ョン）

Ｒ急時の セン ター側への通タｉ機能

の状態を表示 しますｏ （オプシ ョン）

－－
－

知通

告Ｍ］放送受信端末の

ＷＡ Ｎ／ 告加 放送 ／Ｉ Ｐ電 話の

使ｙ目ｉｌ能状態 を表 示し ます。

電源

告加放送受信端末 （前回回）

／プブレ バプｏへ
半白＿。＿・χ＿＿プヤヅヅ

ｆ目件

告知 放送 ■信 端末 の電畧の 状態 を表示

します。

告タｉ口 放送 の状 態お よび 告知 放送 留守録

の状態を表示 しま す。

１４

肖去
ＯＦＦ

ｙ

２ 二十
い＼

＼
１

現在 の電話い Ｐ電 話／ ［ｉ］定 電話 ）の

使・ ４犬 Ｓを 表示 しま す。

告知 放送 留守 録の 消・ ｉｌ 否を 表示 しま

す。



ランプ表示について

電源 ラン プの ぬ灯状態

告知放送受信端末の電源の状態 を表 示し ます。

電源が入 って いる ４犬Ｓで は告 タミロ放送受信端末の 電Ｓ ラン プは緑ぬＭし ます。

端末状態

電源 が入 って いない

電源が人 つて いる

電源ランプ

消灯

緑点灯
－

告知放送受信端末 にＡ Ｃア ダプタを 挿入 して も電源ラ ンプが点灯し ない

場合には、ご加入のセンター事業Ｊｉ５ にご連絡ください。

１５



ランプ表示について

ＷＡ Ｎラ ンプの点灯状態

告加放送受信端末の通信状態を表示 します。

電源ｔＬち上 げ時から 、使・ｉｒ能状態までは下表の よう な表示と なり ます。

端末状態

電源・ち 上げ

設定 ファ イル Ｓ得 ４＝１

告加放送ｉ信端末

ＩＰ アド レス 取得中

使丿目ｉｌ能
－

ＷＡ Ｎラ ンプ

消灯

緑ぷ滅

（２ ．０ 秒点 灯、 ２　 ０秒 消灯）

緑ぬ滅

（０ ．５ 秒点 灯、 ０　 ５秒 消灯）

緑点灯
－

ＷＡ Ｎラ ンプが緑点灯 とな ると 、告もノＩＰ 電話のを録動作に移行 します。

使・ｉｌ能と なるまで、数分かかる場合があ ります。

数Ｓヽ待 って もｗ ＡＮ ラン プが緑点 灯と なら ない場合 には 、『 １２ 章故障と 児、われ る前 に』

をお読みください。

！　　　　　ソフ トウ ェア の・新・＝い の・ｔ

センター事業Ｊ５５のメンテナンスにおいて、告タミロ放きｉ４き端末のソフトウェアを１１新す

る場台が あり ます 。回 線ラ ンプは、 『緑ぬＳ （０ ．２ 秒４ぐ０ ．２ 秒消 灯） 』表 示とな

ります。 このよう な場合は、電源を０１＝’ ／＝` することなく１　０ｔ９程度お待ちください

ダウンロード終了後。 自・でリ セッ トがかか り、 使ＪｉｉＥｉｌ能状Ｓとな ります。

※告ち、ロ放き／ ＩＰ電話を使ｍしている場合は、リ セッ トがかかると

放送Ｓ／ｉｉ話ほとな ります。 お手数ですが、再度使Ｊｉｌｉｌ能状態となってから

留ギｒ録操搾もし くは ＩＰｌａを使■してく ださ い。
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ラン プ表示について

ＷＡ Ｎ端子／ ＬＡ Ｎ端子の ラン プＡ ぐ状態

告知放送受信端末の背ＳにあるＷＡ Ｎ端子と ＬＡ Ｎ端子において、 各端子上方にある

２色 （緑、橙）の ラン プに て、 それぞれのリ ンク ／データ 通信状態 を確認す ること

がで きま す。

ＬＡＮ

に］口

『『匯ｎ‾↑跪

ＷＡ Ｎ／ ＬＡ Ｎ状態

未接続

１０ Ｍｂ ｐｓ　 リンク確き

１０ Ｍｂ ｐｓ　 データ通信中

１０ ０Ｍ ｂｐ ｓ　 リンク確ｉＺ：

１０ ０Ｍ ｂｐ ｓ　 データ通信中

□コ　　 こ］
ＩＩ

１１

［Ｌ皐・］皿
Ｘ

＼

告タ１１放送・信端末

（背面拡大回）

橙ランプ

消灯

点灯

点滅

消灯

愾灯

緑ラ ンプ

消灯

消灯

消灯

点灯

点滅

１７
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ランプ表示について

告タミロ ランプ／ Ｉ　Ｐｌｌ話（状態）ランプの。祖む状Ｓ

告知放送受信端末の告 タミｎ／ ＩＰ 電話の状態を 表示 しま す。

①き加ランプ

告まロラ ンプが緑点Ｑとなると 。告加使Ｊｌ ｉＥｉｌ能と なり ます。

告加 状態

未使用　ｏｒ 起動中

認証動作中

使・ ｉｌ能
－

告タ１１ ランプ

ｊ肖Ｍ

緑点滅

（０ ．５秒点灯、 ０　 ５秒 丿肖灯）

緑点灯
－

②Ｉ Ｐｔａ（状Ｓ）ラ ンプ

ＩＰ 電話（状態） ラン プが緑点灯と なる と、 ＩＰ 電話使ｍ ｉＥｉｌ能と なり ます。

ＩＰ 電話状態

未使 用　ｏｒ　起ｌｌ力串

認証動作中

使・ ｉｌ能
－

ＩＰ 電話 （状態） ランプ

ｊ肖ｇ

緑点滅

（０ ．５秒１灯、 ０　 ５秒 涓ダＴ）

緑ぬ灯

使Ｊ≡目 ｉＥｉｌ能となるまで、数分かかる場合があ ります。

数分待っ ても 告タミロ ／Ｉ Ｐ電話（状態）ラ ンプが緑点灯 とな らな い場合には

『１ ２章 ａ障 とｇわれる前に』 をお読み くだ さい。
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ラン プ表示について

電話ランプの点灯状態

Ｉ　ＰＩＳ（使ｍｑコ）／固定・話の使Ｊ１ ４犬Ｓをｔ示 します。

①Ｉ　ＰｉｌＳ（使■中）ラ ンプ

ＩＰ ｔ話ａ話 中は緑ぬ滅（ ０　 ５秒 ぬが、０ ．５ 秒消 ＩＫＴ） とな りま す。

ＩＰ 電話使回 状Ｓ ＩＰ 電話 （使 ＪＥ目串）ラ ンプ

未使Ｒ（受話器がおかれている状態）　　 消灯

ダイ ヤル串

搾びｉし中

通話終了後（ｉ話器が上がっている状態）

通話中
－

緑，ａ灯

緑ぬ滅（ ０． ５秒 点灯、０　５秒 消灯）

②回 定ｌｌ話 ランプ

固定電話は橙点滅 （Ｏ ●　 ５秒 点灯、０　 ５秒 消ＩＫＴ）となり ます。

固定 ■話使用 状態 固定電話ランプ

未使Ｆ目 （受話器がおかれている状態）　　 湊灯

ダイ ヤル４］　　　　　　　　　　　　　　　橙ぬ灯

呼びｉし ４］

ａ話終了 後（ 受話Ｓが上が って いる 状態）橙 点滅 （０　 ５秒 ぬ灯 、０ ．５ 秒消 灯）

ａ話中
－

ｅｇ　 固定電話を使ＪＩ する場合は、 ＬＩ ＮＥ 端子 （緑）に一般加入者回線を

接続 して くだ さい。

※　 Ｉ　Ｐｌｌ話を使ＪＩ できない場合には一般加入者回線に直結する場合があ りま す。

ｅＳＥ　 Ｉ　Ｐ電話の番号、および固定電話とＩ Ｐ電話と の発信時の選択番号等に

つき まし ては 、セ ンタ ー事業局に確認し てく ださ い。
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ランプ表示について

ｍ件 ラン プの点灯状態

告知放送の状態、 および告加放送留守録の状態を表示 します。

用件ランプ

消灯

榿点滅

（０ ．２ 秒点Ｑ、　 ０． ２秒丿肖 灯）

緑・滅

（０ ．２ 秒点ＩＫｒ．　 ０． ２秒愾灯）

告知 放送状態

未放送

緊急告タミロ放送が流れて いる状態

ｌ！常告タミロ放送が流れている状態

留守 録放 送状態

留守録が無い状態

赤・ 橙・ 緑ぬＸ（各０　 ２１り）　　 Ｊ芯答確Ｓぢきが流れてい る４犬ｔ　 ｔ答ぼＳ４犬態

橙点灯

総点Ｑ

橙点滅

（１ ．０秒弧灯、　 １　 ０秒消Ｇ）

総点滅

（１　 ０秒Ａ灯、　 へ． ０秒消Ｍ）

未放送

未放送

Ｍ急告知放送の留守録が一件な上あ る状態

ａ常告タｌ］放送の留ぞ録のみがある状態

緊急告ま口放送の留守録を流している状態

ａ常告知放送の留守録を流 して いる状態

消去 ラン プの 点灯状態

告タｉ口放送の留守録が消きｉｌ能な場合には橙点滅 （０　 ５秒点む、０　５秒消灯）

にて表示 します。

１
１

留守 録放 送状態

留守録放送が消去不ｉｉｌ

留守録放送が消去ｉｒ能

消去ランプ

消灯

橙点滅（ ０． ５秒点灯 、　 ０． ５秒消ダＴ）

告加放送の留守録をｉｉ生する場合．ｌｉ生開始時よ り消まラ ンプが橙ぬ滅 しますが．

ｍ件／消去ボタンが押されて１ 秒間はＦ目件／消ｊ！ｉボタンの入力を受けイ才けません。

留守録をｊ肖まする場合には、 数秒間待って、ゆ っく りと 消まボタ ンを押してく ださい
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にき

９章　告知放送留守録操作について

ここ では告知放送留守録操作に ついて説明し てい ます。

電源

つ

通知

／

告タミロ放送１信端末 （前回回）

状　　態

こ） ○○

ＷＡ Ｎ　 告知　 ＩＰ 電話

用件

告加放送留守録をｌｉ・する場台｜、使・します。

湊きしないｌり何度でもｉｉｉ・がｉｌｔです。

複数ある場台は。 最新の告加放戔。留守ほか らＪＩ回に肖生

しま す。

・告 加放送中 は４ 生が でき ませ ん。

※留守録放送・＝ｐにセンターからの告タミロ放送が流れ

る場合は、ま中で留守録放送を終了 し、 告ま１］ 放送

を優 先し て放送し ますｏ

・告タ１口放送留守録を一度ｉｌｉ生して、 放送中に用件ボ

タン を押 すと 再包。を 停止 しま す。

２１

肖去

使　 ・　中

つ　つ

ＩＰ 電話 固定電話

ＯＦＦ　Ｖ

２ ３ 選局

４

５

告タ１１放送留守録を消去する場合に使ＪＩ します

告知放送留守録を一度ｉｉｉ生 して、放送串に

消＝包ボタンを押すと消去できます。

奈告 タ１口放送中 は消 去で きま せん。



１０ 章　その他の告タミロ機能について （オ プシ ョン）

ここ では、その他の告加機能（オプショ ン） について説明 して います。

これらの機能はセ ンタ ー事業局が対応している場合のみ使ｍするこ とがｉＴ
１
１ 能です。

各機能の詳細に関 しま しては、 センター事業局よ りＥ布されたｊ３ １」紙をご参照

ください。

セン ターから の応答確認放送の応答に使ｍ

しま す。

ぬ灯 して いる 場合 には 、応 答ボ タン を押し

てセ ンタ ー側 に応答確認を 通タミロ して くださ

い。

応答 通知　　／

セン ター側に端末から の通知を行う 際に使用

します。

点ｉＴし てい る場合に は、 ａ加 ボタ ンを押して

センター側に通知する こと ができます。

告タミロ放送受信端末 （前回回）

状　　 態　　　　　　　使　 Ｆ目　中

つ○ ○　 ○○

ＷＡ Ｎ　 告加　 ＩＰ 電話　　ＩＰ 電話 固定電話

電源

つ

２　　３

１

０ＦＦ

用件　　　湊ま　　’

２２

選局
４

５

センター側から複数の放送が流れている

場合の選■に使Ｆ目し ます。



横置きする場合

１１ 章設置について

告知放送ｉ信端末 を横置き する 場合 には、必ず水平な場所に設置し てく ださ い。

告知放送受信端末の上 には何も 置か ない よう にｊＥ意 して くだ さい。

べ紅 ｏ’

匙

いい

才

／

／

告タミロ放送受信端末の裏面にあるｉｌ変スタン ドを禾ｌｊＪＩするこ とで、タｌ度を変・するこ とが

ｉ：ｒ能です。

ボタ ンが操作 し易い『ａ』 き、 放送が聞きなり易い『ｉｌｉ』 きにあわせてご使用く ださ い。

ｍｍｍｌｌ串ｍ
ｔ？）

Ｉ

Ｊ

。。ｊ゛ ｀゛ ゛゛ ゛｀ いｍｍ回い卯
Ｊ

ｌ　　 ｉｌ変スタン ドまＪＩ Ｅ席のａｔ

ｉＴ 変ス タン ドを 使Ｊｉｌ する 場台 には 、ｉヨＩ 変ス タン ドを 完をに開 いた 状態 でご使Ｆ目く

ださ い。 Ｒ後まで押し Ｒむ とｉｌ変スタ ンドは完をに開いた状態と なり ます。

ｉ５１変 スタ ンド が完をに 開い てい ない状Ｓ で使 ＪＩ され ます と、 告タミロ 放送受信端末の

破損の原因になり ます。

２３



壁掛けする場合

設置につ いて

ここでは、告知放送受信端末の壁掛け方法について説明します。

壁掛けをｎ－ う場台には、 心ずセンター事業局も しく は工事業者に相談して ください。
１
１ 相談なく ご自 身で ＪＩ又り Ｍ【・ナ られた場危、 壁の損傷ある いは装置の落下に よる けが等の■

因になり ます。
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（１ ）告知放送受信端末の１１又り タｔ け位置は床か ら高さ１　 ８ｍａ

下、 壁のネジ位置は床から高さ １． ７５ ｍは下と して くだ

さい。
１． ７５ｍ以下

１． ８ｍな上となる場台は、装置のＡＣアダプタ が床Ｘき

でき なく なり ます。

べ．ダ″ ｙ．７ご″’ツ气 ’Ｉ゛゛ ゛’ ゛‘゛で １埖．
’、 ・● ・‘ ｀． ．・ ・． ・・ 沁　 ’ｊ　 ●、 ．：り

：…………１ ．：．； ．．・　　 グ・ ：… ………ｌ ・ミ．ａｊ・．・　 ．・　 ・．¢

：ン・／・．ノ．：・．．．．．

ｒ：：‥‥‥ ‥‥ ‥‥；
．・：‥ ‥‥‥ｉ ．，．スｊＺ
鄂’・．，’ｙ：

べしｊＥ　‘フ　　ダメ…………………… ……
Ｉ’・ぷＩ‘ ｀． ゛。ｔ・・萢・

．．・・ ．・ ．・・．●　　　　　 ．・ Ｚ・・

・匈ｙ　　　．ｊ ……‘Ｓふ４１………………………
・． バ宍　　 べ…………：・：ｒｌｊ

‾シ．………　　 り．ヽ ジ……：‥ ‥‥ ‥゛ ・ちご
八ジ八． ぺぶ ・ｙ・．………Ｉメ・．”
………：｀Ｉ　　 ………；．’．｀ ．Ｉ　 …………．：・・ ：．う；

２４

８ｍｍ

ｊ
Ｊ

♂
♂

♂
♂

♂
♂

♂
ｒ

ｊ
ｊ

ｆ
ｆ

ｊ
ぜ

ノ
″

ｆ
”
’
‘

’
‘

ヽ
゛

’
／

・
・

・
‘

』
一
・

言
宍

ク
レ
ー
…

…
…
・
・
ヽ

ｆ
’

‘
♂

”
’

／
”
’
。

’
／

’
／

’
ぶ
。
ｌ

。
。
／
。
‐
。

‘
。
。
Ｅ

。
‘
。
』
。
‘

。
‘

。
じ
’
。

‐
。

‐
。
‘
。

‐
ジ

づ
⊃
九
千
‥
⊃
万
万

ノ
ズ
ル

ー
。
　
　
　
　
　
　

・
。
　

’
ｊ

．
一

床

（２ ）壁に付属のネジを設置し ます。ネ ジを下回のよ うに壁に打ち ｉ！んで くだ さい。

ネジ頭と壁の間には８ ｍｍ程の隙間を残 し、 しっかり と固定してく ださ い。

※必ずイ才藻のネジを使Ｊｌｌ して ください。

イ才属のネジぶ夕１ヽ をご使ＪＩになる場台、あるいは工Ｅし い位置にネジ をｌｌ又 りつけ

ないでご使Ｊ≡目 にな る場台は、装１：の破損や落下 によ るけがのほ因 とな りま す。
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巻末に、 実際の才まにて告タミ口放送■信端末のＩＭｒ・回がＥ載してあり ます。ネジ六の

イ１きを決定する際に使Ｊｉしてく ださ い。
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設置について

（３ ）告タ１放送受信端末の裏面の 足（ ３箇 所） をネ ジ頭に合わせ て、 壁に ５１ つ掛 ける よう

に設置し てく ださ い。

必ず、告 タ１１放送受信端末の裏面 にあ るｉｌ変スタ ンド はａんだ状態 でＭ掛けを

１
１ して くだ さい。

装ｔのほ損や落下のほ因に なり ます。
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・ダ　　ごち・
ｌｊｙ
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（４ ）設置後は必ず、 ・イ才のケー ブルクラ ンプを告ま口放送受信端末の上部に添イ才の ネジを

使Ｊｉｌ してなり 付けてく ださ い。 ケー ブル類を まと める だけでな く、 落下防止にもな

りま す。

また、告加放送ｉ信端末を鼈。掛けする場台には。両側ｒｌのケーブル留め六（ ６箇ｙＷ）を

ｍい て市販の タイ ラッ プ等 でケーブル類 をま とめ るこ とが でき ます。

ここ兄

こ）Ｃ） 心つっこご

・つつ④

兄

″≒

ド鵬ノ

必ず、上部に添付のケーブルク ラン プを使ＪＩし てく ださ い。

また、告加放送ｉ４１端末の裏面にあるｉＴ変スタン ドはａんだ４犬Ｓでｅ掛けを

して くだ さい。

２５

壁

壁 ………牛し… …ｓ
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１２ 章ａ障と Ｓわれる前に

故障 と思われ る前 に下記の事項 をご確認 くだ さい。

『８章ランプ表示について』も必ずお読みく ださ い。

現象　　告知放送受信端末の

ランプ表示

起　　覃ＳランプがＪｉダＴ しない

勤
し

確認 項目

な

い

ＡＣ アダ プタ が接続さ れてい

ますか７

対　策

ＡＣ アダプタ をコ ンセ ント および装置にｉＥし

く接続し てく ださ い。

電源ラップは点灯 して いるが　 ＷＡ Ｎ端子（黒） の上：ぢにあ　ＷＡ Ｎ端子りｌ） にＬ ＡＮ スト レー トケープ

ＷＡ Ｎラ ンプが５肖ｎのま ま　　 る橙ラン プ／緑ラ ンプのど ち　 ルを ｉＥ しく 接続 して くだ さい 。　 ｉＥ しく 接続さ

らかが点灯し ていますか７　　れて いる場合はし ばら くお待ち くだ さい。

電源ラン プは■ｇ して いるが

ＷＡ Ｎラ ンプ が緑 点滅 のま

ま。

センター事業局の回線に接続

され ていますか７

ＷＡ Ｎ端子（黒） の上方にあ

る橙ラン プ／緑ラ ンプのどち

らかが点むしていますか７

センター事業１１５の回線に接続

されてい ますか７

２６

センター事業Ｊｉ の回線に接続 して くだ さい。

ｉＥ しく 接続 され てい る場合は 、セ ンタ ー事業

局の 回線状況 がた い場合が あり ます 。セ ンタ

ー事業局にお問い台わせ下さい。

ＷＡ Ｎ端子（黒） にＬ ＡＮスト レー トケーブ

ルを ＩＥ しく 接続 して くだ さい 。　 ｉＥ しく 接続さ

れて いる場合はし ばら くお待ち くだ さい。

センター事業局の回線に接続し てく ださ い。

ｉＥ しく 接続 され てい る場合は 、セ ンタ ー事業

局の 回線状ＳがＳ い場合が あり ます 。セ ンタ

ー事業Ｊｉ５にお問い合わせ下さい。



現象　　 告タ１１放き■ｍ端末の

ランプ表示

告　　自知ランプが緑Ｊａむ しない。

知

放

送

が

使

用

で
　

き
　
な

い

用件ランプは緑点滅している

が告タ１１放送が流れない。

ａ障とＳわれる前に

確認 項目

告加 放送 受信 端末 がｉＥ常 に起

動し てい ます か７

音・ボリ ュームが・小となっ

ていませんか？

■件ラン プは橙点滅し てい る　 しば らく 待っ てく ださ い。

が告 タ１１放送が流れ ない。

留守録が聞こえない。

■件ランプが４灯して、留守

録があるが、 ｉｌｔボタンを押

して も音声が聞こ えな い。

用件ランプが点灯 しています

か７

音喩．ボ リュームが最小と なっ

ていませんか７

２７

が　策

告知放送は告タミロラ ンプが緑点灯にな らな いと

使・する こと ができません。しばら く待 って

も使■できない１台はセンター事業１１５に ご連

絡く ださ い。

音ｔボリ ュームを調整 して くだ さい。

外部スピーカーが使用されている場合は、ス

ピー カー のイ ンピ ーダ ンス を確認し てく ださ

い。

しばらく 待つても ｉＥ常にならない場合は、セ

ンタ ー事 業局 にお Ｍい合わせく ださ い。

留守録を聞く ためには、ｍ件ラ ンプが点灯し

てい る必要が あり ます。

音量ボリ ュームを調整して ください。

タｔ部ス ピーカーが使Ｊ１１されている場合は、ス

ピー カー のイ ンピ ーダ ンス を確認し てく ださ

い。



現象　 告タミロ放送受信端末の

ラン プ表示

電

話

が
使

用

で

き
　
な

い

受話 器を あげ ても 電話 ラン

プが点灯 しな い。

電話 をか けて もビ ジー音と

なる。

ＩＰ 電話 （状 態） ラン プが緑

点灯 して いな い。

ランプはすべてｉＥ常。

（Ｉ Ｐ電話が使ＪＥ目 できない）

ランプはすべてｉＥ常。

（一般加入者回線に接続で

きな い）

ａ障とＳわれる前に

確認 項目

モジ ュラ ーケ ーブ ルを ｉＥ しく

接続していますか７

対　策

モジュラーケーブルがｉＥ しく 接続されている

か確認し てく ださ い。

ＩＰ ｔ話 と固定電話のｉ！択番　ｉＥ しく 選択番そを押 して くだ さい。

号を誤つ ていませんか７

告タ１１ 放送受信端末がｉＥ常 に起

動し てい ます か７

ビジー音 とな って いません

か７

電話機のダイ ヤルＳ式が一般

加入者回線の契約と台つてい

ますか７

モジ ュラ ーケ ーブ ルが ｉＥ しく

接続 されてい ます か７ ビジー

音と なっ てい ませ んか７

２８

ＩＰ 電話はＩ Ｐ電話（状態）ラ ンプが緑ぬ灯に

なら ない と使■す るこ とができ ませ ん。 しば

らく 待つ ても 使・ でき ない場合 はセ ンタ ー事

業局にご連絡ください。

３秒 ＦＭＩは上受話器 を置 いた 後に 確認 して くだ

さい。それでも使ｍできない場合はセンター

事業局にご連絡く ださ い。

電話機のミａ説回書をよく お読みの上、 ご契

約に 合つ たダ イヤ ルＳ ま（ 固定 ）に 設定 して

くだ さい。

モジ ュラ ーケーブルを ｉＥ しく 接続 して くださ

い。 ｊＥ しい場合 は、 受話器を ３秒間な上置い

た後 に確認し てく ださ い。

それでも 使Ｆ目で きな い場合はセン ター事業局

にご連絡 くだ さい。



現象　　告加放送受信端末の

ラン プ表示

Ｐ　　 Ｐｃ がリ ンク しな い。

Ｃ
　
が

使
■

で

き
　

な
　
い

状態 （ｗＡＮ ）ラ ンプが使■

ｉ∃ｉｌ ｔき 示で はな い。 （８ 章参

照）

ソフ トウ ェア ダウ ンロ ード

／・新中のラ ンプ状Ｓ。（８

章参照

ラン プ状 態は ｉＥ 常。

故障とＳわれる前に

確認 項目

ＬＡ Ｎ端子（ 黄） の上 方に ある

橙ラ ンプ／緑ランプのどち らか

Ａ灯 して いま すか７

Ｍ　策

ＰＣ との接続をｉＥし く行って ください。

（ｉＥし く行われている場合にはＬ ＡＮ ケーブ

ルの種類等を確認して ください。）

センター事業・と の『ＭＩ で起動　 そのままお待ちく ださ いｏ

処ａ をｆｉつ てい ます。

告加放送ｉ信端末のソ フトウ

ェアをダウンロー ド串ですｏ

電源をＯ ＦＦせず、１ ０ｊＲ度お待ちく ださ

い。

ＰＣ の設定がｉＥ しく ぞｉわれて　 ＰＣの通信設定をｉＥ しく ｆｉ つて くだ さい。

いますか７

上記対策を行って も使ｉｉｒ能 とな らない場合には、 告知放送受信端末の電源を

ｉｉｉ投入するか 、背面の リセ ット スイ ッチ を６ 秒苟、上長押 しし て、 リセ ット させ

てか ら、 しば らく お待ちく ださ い。

しば らく 待っ ても 使Ｊｉｉｌで きな い場合は、各ラン プの状態 を控えて 、セ ンタ ー事

業局にご連絡 くだ さい。

２９



仕様

型も

電源

漁費電力

使ｍＺ度

使Ｊｉｌ Ｓ度

機能

ＬＡ Ｎ端子（黄）

ｗＡ Ｎ端子（ＪＩ）

ＴＥ Ｌ端子（白）

ＣＭ ７５ ５０ ＴＮ

ＡＣ ９０ Ｖ～ １１ ０Ｖ　５０ Ｈｚ ／６ ０Ｈｚ

ＡＣ １０ ０Ｖ　　 最大 ２３ ＶＡ な下

（Ａ Ｃ１ ６Ｖ　 １． ０Ａ な下）

Ｏ～ ４　０°Ｃ

２０ ～８ ５９・６ （た だしＳ露 しな いこ と）

告タミロ放送機能／Ｉ　Ｐｉｌ話機能／イ ンタ ーネ ット 機ｔ

ＲＪ －４ ５端子

ＲＪ －４ ５端子

６０ ０Ｑ ／Ｒ Ｊ－ １１ 端子

ＬＩ ＮＥ 端子 （緑）　 ６０ ０Ｑ ／Ｒ Ｊ－ １１ 端子

外部スピーカー出力　 １． ０Ｗ／　８Ｑ　（モノラルｉ力）

外Ｓ寸法

質量

本体

（幅）約 １８ ０× （奥行き）約 ２４ ５× （高 さ） 約７ ０ｍｍ

※突起物 （ゴム足）を 除く

本体

ＡＣ アダプタ

約　 ０． ８ｋｇ

約　 ０． ６ｋｇ

３０
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センター事業局の連絡先

お客 さま へ… ご購入時 に必ずセ ンタ ー事 業Ｊ１５ 担当 者に 上Ｅ を記入し ても らって

くだ さい。

Ｃｏｐｙ ｒｉ ｇｈｔｏ２００９　ＮＥＣ　Ｃｏ ｒｐｏｒ ａｔ ｉｏｎ
日本・・株Ｅｉｔ 台社 の§午ｉＴな く複 製・ 改変 など を６－う こと はで きま せん。
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